
享
保
二
年
四
月
唐
船
打
払
之
儀
ニ
付
御
用
番

久
世
大
和
守
ニ
市
桂
六
郎
右
衛
門
江
御
渡
被
成
候
御
書
付
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今
回
紹
介
す
る
史
料
は
、
山
口
県
文
書
館
架
蔵
の
毛
利
家
文
庫
二
八
防
冠
9

に
収
め
ら
れ
て
い
る
コ
字
保
二
年
四
月
唐
船
打
払
之
儀
ニ
付
御
用
番
久
世
大
和

守
ニ
市
桂
六
郎
右
衛
門
江
御
渡
被
成
候
御
書
付
」
で
あ
る
。

形
態
は
、
法
量
縦
お
・

6
叩
横
目
・

9
畑
、
袋
綴
装
、
紙
撚
四
穴
、
本
文

田
丁
、
料
紙
は
和
紙
で
あ
る
。

唐
船
の
漂
流
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
期
か
ら
み
ら
れ
、
打
払
い

の
対
象
に
さ
れ
て
い
た
。
享
保
期
に
な
る
と
、
萩
藩
や
支
藩
の
長
府
藩
の
領
海

に
も
頻
繁
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
史
料
は
そ
の
中
の
一
例
で
あ
る
。

内
容
は
、
表
題
の
享
保
二
(
一
七
一
七
)
年
四
月
か
ら
事
保
八
(
一
七
二
三
)

年
ま
で
の
唐
船
に
関
す
る
打
払
い
等
に
つ
い
て
、
御
用
人
(
老
中
)
か
ら
主
に

公
儀
人
脇
座
へ
書
付
の
控
で
あ
る
(
事
保
二
年
十
二
月
十
九
日
は
久
世
大
和
守

か
ら
〔
於
江
戸
〕
、
享
保
三
年
六
月
朔
日
は
井
上
河
内
守
か
ら
〔
於
小
倉
〕
、
享

保
四
年
十
二
月
朔
日
は
戸
田
山
城
守
か
ら
〔
於
国
元
〕
の
指
示
)
。

こ
の
書
付
は
、
毛
利
家
文
庫
の
防
冠
国
「
唐
船
事
御
書
付
」
か
ら
取
捨
選
択

し
て
引
い
た
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
御
下
札
は
萩
藩
・
支
藩
長
府
・
小
倉
・
筑

前
の
順
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
小
倉
・
萩
藩
の
順
で
あ
げ
た
も
の
が

多
い
。
そ
の
照
査
は
ま
だ
で
あ
る
。

今
回
の
防
冠
9
の
唐
船
打
払
之
儀
の
書
付
を
表
に
し
た
。
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今
回
紙
面
の
関
係
上
、
享
保
二
年
と
抜
け
荷
の
対
処
の
事
等
の
享
保
三
年
六

月
廿
八
日
、
十
一
月
廿
八
日
(
抜
け
商
を
捉
え
て
拷
問
し
た
こ
と
等
は
九
月
十

二
日
に
あ
る
)
と
享
保
四
年
十
二
月
期
日
、
享
保
五
年
七
月
九
日
と
事
保
八
年

六
月
二
日
を
翻
刻
し
た
。

な
お
、
翻
刻
に
当
た
っ
て
、
原
文
に
次
の
よ
う
な
操
作
を
加
え
た
。

八
凡
例
v

一
本
来
は
原
文
の
体
裁
に
従
っ
て
改
行
す
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
、

現
行
で
は
詰
め
た
。

一
翻
刻
に
当
た
り
、
本
文
中
に
適
宜
句
読
点
(
、
)
と
並
列
点
(
・
)
を
付
し

た。
一
変
体
仮
名
(
江
、
而
、
者
、
茂
、
与
)
等
は
、
原
文
で
は
小
さ
く
書
か
れ
て

い
る
が
、
同
じ
大
き
さ
に
し
た
。

一
欠
字
、
平
出
は
原
文
通
り
と
せ
ず
、
紙
面
の
都
合
上
、
前
の
文
字
・
行
に
続

7
た。

一
文
中
の
誤
字
・
脱
字
に
つ
い
て
は
、
訂
正
・
挿
入
し
て
あ
る
も
の
を
入
れ
切
っ

た。
一
頁
の
終
わ
り
は
(
」
)
で
印
し
た
。

一
「
唐
船
事
御
書
付
」
の
漢
字
・
仮
名
・
助
調
を
補
っ
て
読
む
も
の
な
ど
は
異

同
を
記
さ
な
い
。
明
ら
か
に
異
同
の
あ
る
場
合
の
み
〔
〕
と
す
る
。

一
「
唐
船
事
御
書
付
」
に
な
い
箇
所
は
〔
ナ
シ
〕
と
す
る
。

〔
表
紙
〕

事
保
二
年
四
月
、
唐
船
打
梯
之
儀
-
一
付
御
用
番
久
世
大
和
守
ニ
而

桂
六
郎
右
衛
門
江
御
渡
被
成
候
御
書
附
」

〔
本
文
〕享

保
二
年
四
月
廿
一
日

唐
船
打
掛
之
儀
ニ
付
而
御
用
番
久
世
大
和
守
様
-
一
而
桂
六
郎
右
衛
門
江

御
渡
被
成
候
御
書
付
、
左
之
通

覚

一
小
倉
領
・
筑
前
領
・
長
門
領
右
三
領
申
合
、
常
々
差
出
候
番
船
等
者
不
及
申
、

関
」
船
な
と
大
船
相
交
船
数
多
く
出
之
、
唐
船
を
地
方
よ
り
取
巻
滞
留
不
仕

様
ニ
可
致
候
、
尤
取
巻
候
共
出
船
い
た
し
候
、
船
路
を
取
切
候
品
ニ
而
者
無

之
候
、
右
唐
船
警
固
之
様
子
見
候
而
、
早
々
出
帆
い
た
し
候
ハ
¥
其
通
ニ

而
可
差
置
候
事

一
藍
嶋
・
六
連
嶋
之
遺
に
唐
船
か
h

り
有
之
」
候
ハ
¥
三
領
一
同
ニ
申
合
警

固
之
船
出
し
可
申
候
、
若
筑
前
領
か
長
門
領
之
内
ニ
片
寄
、
二
領
よ
程
遠
く

候
ハ
¥
其
領
主
計
よ
船
を
出
し
警
固
可
申
付
候
、
尤
其
趣
近
国
-
一
も
申
通

し
領
分
境
-
一
番
船
出
し
置
、
若
唐
船
相
見
へ
候
ハ
h

早
速
警
固
之
船
を
出
し

候
様
ニ
用
意
可
有
之
候
事
」

一
警
固
之
船
を
見
候
而
唐
船
不
残
出
帆
候
と
も
、
面
々
領
分
手
寄
之
浦
或
ハ
嶋

〔
ナ
シ
〕

ニ
、
右
船
を
差
置
唐
船
立
戻
り
候
ハ
¥
早
々
追
払
候
ゃ
う
ニ
可
申
付
事

一
右
船
を
出
し
候
儀
、
常
々
之
船
と
ハ
品
も
替
り
、
船
数
之
儀
相
臆
-
一
可
申
合

候
、
尤
鉄
焔
大
筒
も
用
意
有
之
、
唐
船
よ
も
し
か
と
目
ニ
立
候
」
様
ニ
取
計

へ
き
事

一
万
一
唐
人
共
よ
手
む
か
い
候
節
ハ
、
大
筒
ニ
て
船
を
打
つ
ふ
し
候
而
も
不
苦

候
、
逃
散
候
ハ

h

追
梯
船
を
留
候
に
は
不
及
候
事

以
上

唐
船
漂
流
之
儀
ニ
付
而
、
小
笠
原
右
近
将
監
江
別
需
書
付
之
趣
可
相
心
得
旨
申

渡
候
」
之
問
、
面
々
領
分
海
上
江
唐
船
漂
流
候
ハ
¥
此
書
付
之
通
相
心
得
、

追
船
等
増
之
き
ひ
し
く
可
被
申
付
候
、
右
近
将
監
被
承
合
、
高
端
可
被
申
談
候
」

享
保
弐
年
八
月
三
日
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唐
船
之
儀
-
一
付
久
世
大
和
守
様
ニ
而
福
間
藤
左
衛
門
江
御
渡
被
成
候
御

書
付
、
左
之
通

筑
前
白
鳥
・
長
門
ふ
た
お
ひ
の
外
海
人
唐
人
繋
船
い
た
し
、
折
々
日
本
船
四

五
般
程
添
居
候
様
ニ
相
聞
江
候
問
、
最
前
」
唐
船
追
船
之
儀
相
達
置
候
得
共
、

先
其
儀
ハ
見
合
、
筑
前
領
・
小
倉
領
申
合
右
相
添
候
、
日
本
船
見
掛
候
ハ
』

乗
組
候
者
と
も
、
早
速
捕
さ
せ
可
被
申
候
、
召
捕
候
ハ
h

長
崎
奉
行
江
可
被

相
渡
候
、
尤
長
崎
奉
行
え
も
其
趣
相
違
置
候
、
召
捕
候
船
ハ
目
立
不
申
様
ニ

小
船
差
出
可
被
申
候
、
右
召
捕
候
」
己
前
、
其
地
井
於
近
遺
堅
沙
汰
無
之
ゃ

う
ニ
可
被
申
付
候
、
此
段
松
平
肥
前
守
・
小
笠
原
右
近
将
監
江
も
相
違
候
問
、

弥
三
領
申
合
無
油
断
百
捕
候
様
ニ
可
被
致
候
、
毛
利
右
京
江
も
右
之
趣
相
心

得
候
様
、
可
被
申
達
候
、
以
上

八
月
」
」

享
保
弐
年
十
二
月
十
九
日

唐
船
之
儀
ニ
付
久
世
大
和
守
様
よ
被
差
出
候
御
書
付
、
小
笠
原
右
近
将

監
殿
ニ
て
福
間
藤
左
衛
門
江
御
渡
被
成
候
思
召
寄
之
下
札
共
ニ
左
之
通

覚

一
唐
船
近
ク
見
及
候
へ
者
、
只
今
迄
ハ
番
船
」
差
出
候
へ
と
も
、
此
儀
ま
つ
相

止
、
唐
船
と
く
と
船
を
懸
候
を
見
届
可
申
事
、
但
日
本
人
ぬ
け
商
心
懸
候
者

相
改
候
番
船
ハ
、
唐
船
へ
見
へ
さ
る
様
ニ
差
出
し
可
申
事

小
笠
原
右
近
将
監
殿
存
寄
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
趣
承
知
仕
候
、
唐
船
近
ク
見
及
候
へ
ハ
、
只
今
迄
ハ
番
船
差

出
し
候
へ
共
、
此
儀
先
相
止
、
唐
船
と
く
と
船
を
懸
候
を
見
届
」
可
申

事
、
御
書
付
之
通
奉
得
其
意
候
、
日
本
人
ぬ
け
商
心
懸
候
者
相
改
候
番

船
ハ
、
唐
船
へ
不
見
ゃ
う
ニ
差
出
候
儀
ハ
、
前
々
よ
此
御
書
付
之
趣
-
一

致
形
申
付
置
候
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此
御
方
思
召
寄
之
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
通
可
申
付
候

一
唐
船
滞
留
候
ハ

h

天
気
能
時
を
見
計
ひ
、
鯨
舟
か
つ
こ
う
の
小
舟
ニ
大
簡
打

候
者
」
弐
人
程
つ
L

の
せ
、
四
五
般
程
出
し
鉄
焔
-
一
て
打
せ
可
申
事

右
近
将
監
殿
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
通
可
申
付
候

此
御
方
御
下
札
、
左
之
通

大
筒
五
十
め
よ
百
目
迄
之
玉
目
ハ
、
御
書
付
之
通
之
小
船
ニ
て
御
座
候

共
、
一
般
-
二
挺
ハ
打
せ
可
申
候
、
一
般
ニ
一
一
挺
ハ
難
打
せ
」
奉
存
候

一
右
之
船
数
ハ
唐
船
壱
弐
般
之
時
之
手
首
ニ
候
、
若
十
般
余
も
一
所
-
一
有
之
候

ハ
¥
三
領
申
合
舟
を
出
し
打
せ
可
申
候
事

右
近
将
監
殿
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
通
奉
得
其
意
候
、
若
十
般
余
も
一
所
-
一
有
之
候
者
、
三
領
申

合
船
差
出
可
申
候
」

此
御
方
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
趣
奉
得
其
意
候

一
右
大
筒
ハ
二
三
拾
目
玉
の
抱
之
筒
に
て
打
せ
可
申
哉
之
事

右
近
将
監
殿
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
通
承
知
仕
候
、
二
三
十
目
玉
の
抱
ノ
筒
二
挺
つ
h

小
舟
ニ
の

せ
候
而
打
せ
可
申
候
」

此
御
方
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
趣
致
承
知
候
、
二
三
拾
目
玉
の
抱
え
筒
二
挺
つ
h

小
舟
ニ
の

せ
候
て
打
せ
可
申
候

一
舟
た
な
板
を
打
抜
候
事
ニ
て
も
無
之
、
舟
の
上
廻
り
を
打
破
り
候
へ
ハ
能
候

事
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右
近
将
監
殿
御
下
札
、
左
之
通

唐
船
漂
流
之
儀
前
以
申
上
候
通
、
三
領
之
間
場
所
-
一
よ
荒
波
之
所
-
一
候

へ
ハ
、
御
室
田
付
之
通
」
船
之
上
廻
り
計
を
打
破
候
儀
難
仕
御
座
候
、
然

共
い
た
し
形
可
有
御
座
哉
、
此
段
在
所
江
申
越
A

思
議
仕
ら
せ
、
追
而
可

申
上
候

此
御
方
御
下
札
、
左
之
通

〔侮〕

御
書
付
之
趣
致
承
知
候
、
唐
船
上
廻
り
計
打
破
候
儀
難
仕
候
、
殊
荒
波

之
上
玉
行
難
計
御
座
候

一
日
之
中
ハ
小
船
ニ
候
共
、
間
舟
-
一
か
わ
り
候
船
を
ハ
」
見
答
可
申
哉
、
其
上

鉄
抱
打
せ
候
舟
小
船
ニ
て
舟
数
も
無
之
候
へ
ハ
、
其
様
子
唐
船
よ
見
す
か
し

候
事
も
い
か
』
ニ
候
、
芳
以
夜
中
天
気
能
時
打
せ
可
然
哉
之
事

右
近
将
監
殿
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
趣
承
知
仕
候
、
夜
中
天
気
能
時
鉄
焔
打
せ
候
儀
成
不
申
事
御

座
候
、
乍
然
夜
中
之
儀
と
て
も
い
た
し
形
ニ
て
」
打
せ
申
儀
も
成
可
申

哉
、
此
段
も
在
所
へ
申
越
余
儀
仕
せ
、
追
市
可
申
上
候

此
御
方
御
下
札
、
左
之
通

御
室
田
付
之
趣
致
承
知
候
、
日
之
中
之
様
ニ
ハ
有
御
座
間
敷
候
へ
共
、
夜

中
ニ
て
も
空
晴
候
時
ハ
打
せ
申
儀
可
相
成
と
奉
存
候

一
唐
船
必
打
潰
候
様
一
一
と
の
儀
ニ
て
も
無
之
候
問
、
」
船
の
も
や
う
見
知
ら
れ

さ
る
や
う
ニ
余
り
近
ク
へ
乗
寄
候
事
ハ
無
用
ニ
候
、
し
か
と
目
嘗
ニ
の
り
不

申
候
市
も
く
る
し
か
る
ま
し
く
候
、
大
概
を
つ
も
り
打
せ
可
然
哉
之
事

右
近
将
監
殿
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
趣
委
細
承
知
仕
候
、
前
之
二
ケ
条
在
所
へ
申
遣
い
た
し
形
申

越
候
ハ
¥
其
上
ニ
て
此
段
ハ
存
寄
可
申
上
候
」

此
御
方
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
趣
致
承
知
候
、
大
概
を
つ
も
り
打
せ
申
候
ハ
¥
唐
船
追
梯

之
為
ニ
可
相
成
哉
与
奉
存
候
、
然
共
一
通
り
打
せ
候
上
な
く
て
ハ
難
計

奉
存
候

一
鉄
焔
放
懸
候
以
後
、
唐
船
は
せ
出
シ
退
散
候
ハ
¥
少
々
ハ
追
か
け
打
せ
可

然
哉
、
長
ク
追
候
事
ハ
無
用
ニ
候
事
」

右
近
将
監
殿
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
趣
承
知
仕
候
、
鉄
焔
打
懸
候
以
後
、
唐
船
は
せ
出
シ
退
散
候

ハ
h

、
時
之
見
合
に
て
少
々
ハ
追
懸
打
せ
可
申
候
、
長
ク
追
候
事
ハ
無

用
ニ
可
仕
旨
、
御
堂
目
付
之
通
奉
得
其
意
候

此
御
方
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
趣
奉
得
其
意
候

一
山
鳥
々
又
ハ
山
の
出
崎
な
と
近
ク
唐
船
相
見
」
候
ハ
¥
百
目
以
上
の
大
簡
を

仕
懸
置
打
せ
可
申
哉
、
但
シ
程
遠
ク
候
ハ

h

玉
筋
も
違
、
唐
人
と
も
を
と
し

〔之〕

計
候
様
-
一
存
候
市
ハ
い
か
h

ニ
候
問
、
拾
七
八
丁
よ
遠
ク
ハ
用
捨
可
然
哉
、

〔
ナ
シ
〕

尤
右
陸
よ
打
せ
候
大
筒
者
日
之
中
打
せ
可
申
哉
之
事

右
近
将
監
殿
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
趣
委
細
承
知
仕
候
、
陸
よ
」
大
間
日
之
中
打
せ
申
候
儀
、
其

[
申
]

場
所
ニ
よ
り
い
た
し
形
可
有
御
座
奉
存
候
、
尤
夜
中
大
筒
打
せ
之
儀
ハ

難
仕
御
座
候
、
此
段
も
在
所
へ
申
遣
、
追
而
可
申
上
候

此
御
方
御
下
札
、
左
之
通

〔
申
候
〕

御
堂
閏
付
之
趣
致
承
知
候
、
嶋
々
又
者
山
近
ク
唐
船
寄
候
ハ
¥
打
せ
之

儀
可
相
成
と
奉
存
候

己
上

船
之
上
廻
り
計
を
必
打
せ
申
せ
と
の
」
事
ニ
て
ハ
無
之
候
、
棚
板
-
一
不
限
上

〔
ナ
シ
〕

廻
り
ニ
て
も
何
方
成
共
打
申
せ
と
の
儀
一
一
候
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小
笠
原
右
近
将
監
殿
存
寄
下
札
、
此
所
-
一
書
付
候

御
書
付
之
趣
承
知
仕
候
、
船
の
上
廻
り
計
を
必
打
せ
申
せ
と
の
御
事
-
一

て
ハ
無
御
座
、
棚
板
に
不
限
上
廻
り
ニ
て
も
何
方
成
共
打
申
せ
と
の
御

儀
ニ
候
旨
、
成
程
御
書
付
之
通
ニ
て
ハ
何
方
成
と
も
打
申
事
い
た
し
安

キ
儀
-
一
奉
存
候
、
尤
打
申
儀
時
之
見
合
可
有
御
座
奉
存
候
」

此
御
方
御
存
寄
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
通
ニ
御
座
候
へ
ハ
致
安
キ
儀
-
一
奉
存
候
、
猶
其
場
之
見
合
可

有
御
座
と
奉
存
候

一
此
儀
唐
船
を
と
く
と
目
首
-
一
の
せ
候
て
、
打
申
事
-
一
て
も
無
之
候
、
波
風
静

成
と
き
船
を
出
し
申
儀
罷
成
、
唐
船
之
在
所
知
レ
候
ハ
¥
鉄
焔
放
懸
候
儀

も
可
罷
成
候
、
畢
寛
」
玉
込
ニ
て
舟
之
近
遅
へ
打
懸
候
得
者
能
候
事

右
近
将
監
殿
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
趣
承
知
仕
候
、
唐
船
を
得
与
目
嘗
-
一
の
せ
候
て
、
打
申
事
ニ

て
も
無
御
座
候
由
、
成
程
夜
中
ニ
て
も
波
風
静
成
時
船
を
出
し
申
儀
罷

成
、
唐
船
之
在
所
知
レ
候
へ
ハ
、
鉄
他
放
懸
候
儀
罷
成
候
、
畢
責
玉
込

ニ
て
船
を
近
遁
へ
打
懸
申
候
儀
ハ
、
」
仕
安
キ
事
に
傘
存
候

此
御
方
御
下
札
、
左
之
通

御
書
付
之
趣
致
承
知
候
、
必
打
潰
申
せ
と
の
御
事
-
一
て
も
無
之
、
畢
寛

〔滋〕

退
散
仕
段
々
漂
流
相
止
候
へ
ハ
、
相
済
事
ニ
御
座
候
問
、
御
尤
奉
存
候
」

覚

〔春〕

一
近
年
九
州
筋
唐
船
漂
流
へ
度
々
有
之
、
嘗
夏
以
来
唐
船
数
腰
小
倉
近
ク
迄
も

入
込
候
程
之
事
故
、
筑
前
・
小
倉
・
長
府
三
領
江
被
仰
付
、
例
ニ
か
わ
り
船

を
も
か
さ
り
欄
敷
追
梯
申
し
た
る
事
ニ
候
、
右
度
々
唐
船
漂
流
致
候
儀
ハ
、

近
年
相
渡
候
」
信
牌
南
京
表
ニ
て
被
差
留
候
故
、
無
詮
方
ぬ
け
商
買
を
心
懸

候
か
と
被
察
候
処
ニ
、
其
以
後
嘗
秋
-
一
至
り
、
信
牌
を
領
シ
船
数
段
々
長
崎
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江
入
津
致
事
候
、
然
共
布
今
九
州
濯
唐
船
滞
留
い
た
し
候
儀
不
相
止
候
、
只

今
迄
之
通
-
一
て
差
置
候
て
ハ
、
後
々
唐
船
滞
留
之
事
長
シ
者
候
共
、
」
減
可

[
ナ
シ
]

申
事
有
之
間
敷
候
哉
、
骨
回
秋
よ
ハ
信
牌
を
も
返
シ
渡
、
唐
船
数
十
般
長
崎
入

〔中〕

津
い
た
し
候
瑚
ニ
候
へ
ハ
、
一
両
年
之
内
唐
船
追
梯
之
儀
今
一
き
わ
強
ク
致

シ
、
其
上
日
本
人
ぬ
け
商
心
懸
候
者
之
吟
味
も
猶
又
被
仰
付
候
者
、
唐
船
滞

〔
候
]

留
之
事
し
か
と
減
可
申
哉
、
夫
-
一
付
此
巳
後
」
唐
船
滞
留
候
ハ
¥
鉄
焔
-
一

て
打
梯
候
様
-
一
可
被
仰
付
哉
之
事

〔

候

〕

【

候

〕

一
唐
船
打
梯
之
様
子
心
持
ハ
、
別
紙
之
通
ニ
て
も
可
有
之
哉
、
存
寄
可
申
上

事
以
上
」
」

享
保
弐
年
十
二
月
廿
八
日
、
唐
船
之
儀
ニ
付
於
御
白
書
院
、
殿
様
江
御
老

中
御
列
座
ニ
て
御
渡
被
成
候
御
書
付
、
左
之
通

唐
船
滞
留
之
節
追
梯
之
儀
、
別
紙
御
書
付
之
趣
を
以
各
相
談
可
被
申
付
候
、
」

委
細
ハ
右
近
将
監
ニ
被
仰
合
、
小
笠
原
遠
江
守
所
江
可
申
遣
旨
被
仰
出
候
問
、

猶
文
遠
江
守
江
も
可
被
申
談
候

近
々
長
崎
江
御
目
付
と
し
て
渡
漣
外
記
被
遣
候
、
外
記
儀
三
領
之
内
江
到

着
迄
ハ
追
梯
見
合
可
申
候
、
唐
船
江
番
船
差
出
候
儀
ハ
」
此
節
よ
相
止
、

唐
船
ゆ
る
1
1
1滞
留
候
を
見
届
候
様
-
一
可
被
申
付
候
事

覚

一
唐
船
近
ク
見
及
候
へ
ハ
、
只
今
迄
ハ
番
船
差
出
し
候
へ
と
も
、
此
儀
ま
つ
相

〔

但

]

〔

商

〕

止
、
唐
船
と
く
と
船
を
懸
候
を
見
届
可
申
候
、
」
尤
日
本
人
ぬ
け
買
心
懸
候

者
相
改
候
番
船
ハ
、
唐
船
へ
見
へ
さ
る
様
ニ
差
出
し
可
申
事

一
唐
船
滞
留
候
ハ

h

天
気
能
時
を
見
計
ひ
、
鯨
船
か
っ
か
う
の
小
舟
ニ
大
筒
打

候
者
二
人
程
充
の
せ
四
五
般
程
出
し
、
鉄
砲
ニ
て
打
せ
可
申
事
」

一
右
之
船
数
ハ
唐
船
一
二
般
之
時
之
手
嘗
ニ
候
、
若
十
般
余
も
一
所
ニ
有
之
候
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ハ
町
、
三
領
申
合
、
船
を
出
し
打
せ
可
申
事

〔
故
之
〕

一
右
大
筒
ハ
二
三
十
日
玉
の
抱
の
筒
ニ
而
打
せ
可
申
事

〔
せ
と
の
〕
〔
ハ
〕

一
船
之
上
廻
り
計
を
打
せ
申
事
ニ
て
も
無
之
候
、
何
方
成
と
も
打
せ
可
申
事
」

〔哉〕

一
日
之
中
ハ
小
船
ニ
候
共
商
船
ニ
か
ハ
り
候
船
を
ハ
見
答
可
申
候
、
其
上
鉄
砲

打
せ
候
船
小
船
に
て
船
数
も
無
之
候
へ
ハ
、
其
様
子
唐
船
よ
見
す
か
し
候
事

〔
能
〕
〔
打
せ
可
然
哉
之

も
い
か
h

ニ
候
、
夜
中
天
気
静
成
時
船
を
出
し
、
唐
船
の
在
所
知
れ
候
ハ
h

鉄
焔
放
懸
可
申
候
、
畢
寛
玉
込
に
て
船
の
近
遺
へ
打
懸
候
へ
ハ
」
能
候
事

一
唐
船
必
打
潰
し
候
様
ニ
と
の
儀
ニ
て
も
無
之
候
問
、
船
之
模
様
見
知
ら
れ
さ

る
や
う
ニ
余
り
近
く
へ
乗
寄
候
事
ハ
無
用
-
一
候
、
し
か
と
目
首
に
の
り
不
申

〔
哉
之
〕

候
而
も
く
る
し
か
る
ま
し
く
候
、
大
概
を
積
り
打
せ
可
然
事
」

一
鉄
地
放
懸
候
以
後
、
唐
船
は
せ
出
し
退
散
候
ハ
¥
少
々
ハ
追
か
け
打
せ
可

[
然
哉
〕

申
候
、
長
ク
追
候
事
ハ
無
用
ニ
候
事

一
鳥
々
又
ハ
山
の
出
崎
な
と
近
ク
唐
船
相
見
へ
候
ハ
¥
百
目
以
上
之
大
筒
を

[故〕

仕
懸
置
打
せ
可
申
候
事

但
程
遠
く
候
ハ
〉
玉
筋
も
違
、
唐
人
共
」
お
と
し
之
様
-
一
存
候
て
ハ
い

【哉〕

か
h

ニ
候
問
、
十
七
八
町
よ
り
遠
く
ハ
用
捨
可
然
候
、
尤
右
陸
よ
打
せ
候

〔
故
之
〕

大
筒
ハ
日
之
中
打
せ
可
申
事

以
上

十
二
月
」

覚

一
渡
遣
外
記
事
小
倉
・
下
関
・
若
松
ニ
て
も
暫
滞
留
い
た
し
、
唐
船
追
梯
之
ゃ

う
子
最
初
一
度
ハ
可
致
見
分
事

但
外
記
事
唐
船
滞
留
之
領
分
に
不
居
合
候
と
も
、
何
方
-
一
成
と
も
三
領
の

内
に
在
之
事
ニ
侯
へ
ハ
、
外
記
」
罷
越
候
を
相
待
-
一
不
及
追
梯
可
申
事

一
外
記
事
三
領
之
内
ニ
碕
之
候
間
ニ
、
唐
船
追
梯
之
儀
無
之
長
崎
江
罷
越
候
、

以
後
三
領
之
内
ニ
唐
船
滞
留
候
ハ
¥
長
崎
表
外
記
所
へ
注
進
致
し
、
外
記

罷
越
候
て
追
梯
之
様
子
見
分
」
候
様
可
仕
候
、
若
長
崎
へ
注
進
往
来
日
数

か
』
り
、
彼
是
手
間
入
候
て
ハ
追
払
差
支
申
儀
も
可
有
之
候
問
、
必
外
記
を

相
待
申
事
-
一
て
も
無
之
候
事
、

以
上

十
二
月
」

享
保
三
年
六
月
廿
八
日

八
幡
之
儀
ニ
付
戸
田
山
城
守
様
-
一
て
桂
六
郎
右
衛
門
江
御
渡
被
成
候
御

書
付
、
左
之
通

覚

一
唐
船
持
渡
之
諸
色
抜
買
仕
責
買
之
も
の
今
以
不
相
止
不
届
ニ
候
、
向
後
買
元
」

不
随
難
敷
品
有
之
候
ハ

L

不
相
残
於
訴
出
ハ
、
余
儀
之
上
其
荷
物
可
被
下
、

尤
抜
貰
仕
者
有
之
由
沙
汰
承
候
共
、
是
又
訴
出
段
同
類
た
り
と
い
ふ
共
、
其

科
を
ゆ
る
し
御
褒
美
被
下
也
、
其
上
あ
た
を
な
さ
h

る
様
一
一
可
申
付
候
、
若

存
な
か
ら
不
申
出
も
の
有
之
於
、
同
露
顕
者
急
度
可
行
」
罪
科
事

一
海
上
ニ
て
唐
船
見
懸
候
ハ

h

縦
行
違
等
候
共
、
唐
船
与
は
る
か
に
聞
を
隔
可

罷
通
、
尤
唐
船
か
h

り
有
之
近
遁
-
一
同
様
-
一
船
か
h

り
い
た
し
候
ハ
¥
遂

余
儀
可
被
行
罪
科
候
問
、
国
々
所
々
に
お
ゐ
て
西
国
・
北
国
往
来
之
船
持
候

者
共
へ
は
、
常
々
急
度
可
申
付
事
」

右
之
趣
堅
被
申
渡
置
外
I
相
知
さ
る
巳
前
、
面
々
領
知
支
配
下

I
相
改
出
候
様

無
油
断
可
被
申
付
候
、
若
違
犯
之
者
有
之
時
ハ
、
伺
候
上
仕
置
可
被
申
付
候
、

以
上

成
六
月
」

享
保
三
年
十
一
月
廿
八
日

唐
船
井
八
幡
之
儀
ニ
付
井
上
河
内
守
様
ニ
て
御
渡
被
成
候
御
書
付
、
左
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之
通

唐
船
海
上
-
一
見
懸
候
ハ

L

聞
を
隔
可
罷
通
候
、
井
唐
船
与
同
様
-
一
舟
か
h

り

不
可
仕
趣
嘗
夏
被
仰
出
候
、
最
早
右
之
御
鯛
国
々
」
廻
船
之
者
迄
も
可
致
承

知
候
問
、
此
以
後
唐
船
漂
流
之
節
番
船
之
者
ニ
申
付
置
、
若
右
之
品
相
背
候

船
於
有
之
者
、
相
改
う
た
か
ハ
し
き
儀
も
候
ハ
h

召
捕
可
申
候
、
但
ふ
と
参

懸
候
様
子
ニ
候
ハ
ミ
湊
引
入
船
中
荷
物
委
相
改
、
其
上
ニ
て
通
し
可
被
申

候
、
以
上
」

十
一
月

去
比
大
坂
町
奉
行
所
ニ
て
唐
物
ぬ
け
商
之
者
召
捕
候
付
而
、
同
類
共
国
々
江

申
越
段
々
被
差
出
候
へ
共
、
面
々
手
前
よ
改
被
出
候
と
の
儀
ハ
い
ま
た
届
無

之
候
、
嘗
六
月
書
付
を
以
相
達
候
趣
も
」
候
慮
、
い
か
h

被
相
心
得
候
哉
、

先
頃
被
差
出
候
者
大
坂
ニ
て
相
知
候
、
少
計
之
儀
ニ
候
、
年
来
之
事
-
一
候
得

者
、
ぬ
け
商
之
者
絵
多
可
有
之
候
問
、
西
国
・
中
国
筋
津
々
浦
々
、
人
之
多

く
集
候
所
ハ
平
日
無
油
断
被
致
吟
味
、
他
領
之
者
ニ
て
も
ぬ
け
商
ニ
た
っ
さ

ハ
り
候
者
ハ
百
捕
、
大
坂
町
」
奉
行
・
長
崎
奉
行
両
所
之
内
、
手
寄
次
第
可

被
相
届
候
、
尤
召
捕
候
も
の
を
被
出
候
ニ
ハ
不
及
候
、
以
上

十
一
月
ヒ

享
保
四
年
十
二
月
朔
日

唐
船
打
掛
之
儀
ニ
付
、
於
御
園
元
日
下
部
丹
波
守
殿
被
仰
渡
候
御
書
付
、

左
之
通

但
於
御
国
元
討
梯
間
違
有
之
、
戸
田
山
城
守
様
-
一
て
右
之
御
室
田
付
御

尋
被
成
候
付
、
書
付
差
上
候
事
」

一
肥
前
・
長
門
之
沖
ニ
唐
船
漂
流
之
儀
度
々
打
梯
被
仰
付
候
へ
共
、
帰
帆
不
仕

〔迄〕

与
相
見
候
、
鉄
砲
打
懸
候
市
も
、
只
今
之
通
ニ
て
ハ
さ
の
ミ
痛
不
申
与
相

聞
へ
候
、
先
達
市
於
長
崎
表
石
河
土
佐
守
申
渡
候
通
、
此
以
後
ハ
追
携
候
時
、
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今
迄
よ
玉
目
を
増
候
欺
、
何
と
そ
玉
四
ツ
五
ツ
ニ
て
も
唐
船
痛
候
様
ニ
可
罷

成
」
哉
之
夏

一
唐
船
を
取
巻
船
数
出
候
ハ
¥
い
か
や
う
に
も
船
之
痛
申
候
様
可
相
成
候
へ

と
も
、
同
敷
者
舟
数
少
ク
出
シ
唐
船
よ
追
船
与
見
し
ら
さ
る
や
う
ニ
と
の
事

一
可
相
成
程
ハ
夜
中
-
一
打
梯
度
儀
ニ
候
へ
共
沖
ニ
有
之
時
欺
、
又
ハ
天
気
之
様

子
ニ
よ
」
日
之
中
-
一
て
も
打
梯
候
ハ
¥
船
数
を
増
シ
大
筒
・
小
筒
取
受
、

無
違
間
打
す
く
め
可
申
候
、
右
之
通
手
嘗
テ
仕
、
万
一
唐
船
及
破
損
、
唐
人

〔告

と
も
海
上
漂
流
仕
、
自
然
地
方
近
ク
流
寄
り
候
と
も
、
身
命
相
救
候
儀
無

用
た
る
へ
く
候
、
勿
論
溺
死
唐
人
死
骸
、
或
ハ
船
具
等
流
寄
候
ハ
¥
追
而
」

可
被
申
聞
候

一
唐
船
一
般
ニ
て
も
、
或
ハ
三
四
般
ニ
て
も
漂
流
候
共
、
先
ハ
手
寄
之
船
壱

般
を
右
之
通
打
携
可
申
候
、
乍
去
外
之
船
猶
環
も
候
ハ
¥
同
様
-
一
打
梯
候

〔ナシ〕

様
ニ
可
仕
候
夏

〔
ナ
シ
〕

一
唐
船
洋
中
ニ
類
船
も
無
之
日
本
船
を
担
待
、
類
船
有
之
鉢
-
一
漂
流
之
儀
も
可
」

〔茂〕

有
之
哉
、
其
程
可
致
勘
弁
事

思
紙

近
比
ハ
迄
洋
中
ニ
て
帆
影
も
陸
よ
不
相
見
候
所
-
一
て
、
唐
船
江
日
本
船
附
候
而
、

致
抜
商
候
段
組
相
聞
候
、
此
儀
唐
船
よ
り
買
取
候
事
ハ
洋
中
之
儀
-
一
も
可
有

之
候
へ
と
も
抜
商
相
仕
廻
、
日
本
船
相
退
候
」
而
ハ
地
方
江
付
、
右
抜
商
致
し

候
、
荷
物
兎
角
陸
江
取
揚
責
梯
可
申
事
-
一
候
、
左
候
者
其
時
節
も
可
有
之
俊
二
〕

〔者]

候
半
哉
、
尤
右
之
日
本
船
常
勝
之
小
船
之
様
子
ニ
も
有
之
間
敷
、
荷
物
等
入

〔

之

〕

〔

エ

〕

置
候
仕
形
も
可
有
之
候
、
心
付
候
ハ
h

左
様
之
鉢
も
相
知
可
申
事
候
、
随
分

情
を
出
し
召
捕
」
候
様
作
略
可
被
致
事
」

享
保
五
年
七
月
九
日

唐
物
買
請
候
儀
ニ
付
長
崎
御
奉
行
石
河
土
佐
守
殿
ニ
て
福
間
藤
左
衛
門



江
御
渡
被
成
候
御
書
付
、
左
之
通

於
御
領
分
端
物
・
菜
種
・
砂
糖
等
之
唐
物
致
責
買
候
事
、
問
屋
商
人
等
重
大
坂
・

堺
・
長
崎
よ
り
買
請
候
儀
い
か
様
一
一
致
」
貰
請
候
哉
、
右
之
仕
形
委
細
書
付
可

被
差
出
候
、
以
上

七
月
L

享
保
八
年
六
月
二
日

唐
船
之
儀
ニ
付
水
野
和
泉
守
様
ニ
て
井
原
藤
兵
衛
江
御
渡
被
成
候
御
書

付
、
左
之
通

唐
船
漂
流
近
年
大
方
相
止
候
様
子
-
一
候
慮
、
富
春
ニ
至
而
又
々
漂
流
之
儀
」
所
々

I
相
達
候
、
就
夫
打
梯
之
事
此
節
緩
-
一
候
而
ハ
、
只
今
迄
之
手
首
も
無
詮
様

成
候
問
、
別
而
無
油
断
可
被
相
心
得
候
、
以
前
も
相
達
候
通
、
到
洋
中
ハ
し
か

と
領
境
与
申
儀
も
有
之
間
敷
候
へ
ハ
、
洋
中
ニ
漂
流
之
唐
船
ハ
い
つ
れ
之
領
よ

成
共
見
か
け
次
第
」
早
速
打
梯
候
様
、
此
段
専
一
ニ
可
被
心
得
候

(
な
か
む
ら
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む
つ
み
)
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